
（病態生理学も含む）



専門基礎

２

より多くの疾患とその症状について理解してもらう。国家試験に対応できるよう重要なポイントを明確

化していく。常に他の教科とリンクさせ理解してもらうことにより、国家試験だけではなく臨床の場で役

講義  



専門基礎

２

---

運動学の用語を習得し、骨格筋の構造と機能を学習することにより、身体のメカニズムと運動の様相



専門基礎

２

---

健康に影響をおよぼす様々なリスクを同定し、予防活動に結びつける学問である。本講義では公衆

衛生を基本として、衛生･公衆衛生学の理論、衛生行政、予防、健康、老人・成人保健、生活習慣



専門基礎

リハビリテーション医学Ⅰ ２



専門基礎

２

各臓器に生じる病変は「循環障害」「代謝障害・退行性病変」「進行性病変」「炎症」「腫瘍」「免疫

異常」「先天性異常」に分類することができるため、これらを知ることは、病気の本質を知る助けとな

慢性炎症の分類

腫瘍総論

腫瘍の組織型  

良性腫瘍分類  

悪性腫瘍分類  

腫瘍細胞の異型性  

悪性腫瘍の検査  

症候について 

病因について 

生活習慣病  

免疫異常総論  

先天性免疫異常  

後天性免疫異常  

アレルギー総論

アレルギー分類  

Ⅰ型アレルギーの仕組み 

Ⅱ型アレルギーの仕組み 

Ⅲ型アレルギーの仕組み 

Ⅳ型アレルギーの仕組み

 



専門基礎

２

 

診断学、症候学は西洋医学の基本である。本講義では、西洋医学における患者の問診から診察・

医学の特性を理解することにある。各人が目指す医療従事者としての将来の方向性が提示されるこ

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門基礎

２



講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

 

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  



２

大学付属鍼灸院での豊富な臨床経験を持つ、はり師きゅう師、柔道整復師の資

鍼灸治療に用いる用具や術式、鍼灸施術のリスク管理について学習する。また、鍼灸刺激に関わる

生体の生理反応や調節機構などの基礎知識を理解し、鍼灸の治効機序を習得することを目標とす

内因性痛覚抑制系（脊髄分節性鎮痛）

講義  



２

西洋医学的穴性［手厥陰心包経・手少陽三焦経］

西洋医学的穴性［足厥陰肝経・足少陽胆経］

西洋医学的穴性［手少陰心経・手太陽小腸経］

西洋医学的穴性［足太陰脾経・足陽明胃経］



あはきの適応の判断 も含む
２

---

様々な疾患に対し、西洋医学的に判断、鑑別できるようになる。また、病態生理を理解する事で患

者に病態を適切に説明出来るだけでなく、あはきの適応範囲を知る事でリスク管理が出来るようにな



２

東洋医学概論で学んだ知識を生かし、証候別・ストレスによってどのような状態があるのか理解すると

東洋医学的な診断と治療を行えるための基礎になるために、授業時間においては、症例トレーニング



講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

 

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  

講義  



２

---

一年次の基礎実技をベースに、さらに東洋的な考えに基づく鍼灸治療を、腹診・背候診を中心に理



実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

 

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  

実習  



２

---

東洋医学臨床論の西洋医学的な考え方に基づく鍼灸治療の理論と実際を理解する。特に整形疾

患ではペインコントロールをはじめ理学的検査法による鑑別法や鍼灸治療の適否などを判断できる知

らに、経絡経穴に一致する神経痛などの神経症状を理解するとともに神経走行に対する刺鍼点（神



実習  

実習  

実習  

実習  



２

--- ---

穴性をもとに、それぞれの疾患に対して処方を考え、深度・角度等を考えながら、処方に合わせて刺



２

---

鍼灸治療で行われる基本的な理学検査法（頚・肩・肘・手・腰・膝について）の知識と技術を修得す



２

--- ---

医療面接における基本的な技法と診療録の書き方を学び、鍼灸臨床において役立つ技術と知識を



２

---

様々な鍼灸治療法のうち比較的短時間で体の変化があらわれ、その変化を施術者、患者とも確認

することができ、他の治療法とも併用できる治療法を学び、鍼灸臨床において役立つ技術と知識を



２

---


